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5/1開設
〇 保育所等訪問支援 てとて
〇 ヴァルハラ相談室 てとて

4月に入り、新年度が
始まりましたね！
ヴァルハラリハセンターも
新年度を迎えるにあたって
スッキリと施設内の模様替え
を行いました！
使ってなかった器具等を移動
してより広くなっております！
また、歩行のスペースも
以前よりも見やすく、かつ
広く取る事が出来ています！
新体制となったリハセンターを
今後ともぜひご贔屓に！

ヴァルハラリハセンター
ではこれまでのサービスに加えて、
要支援の方専用に新たな訓練を
立ち上げました！その名も…
“ヴァルハラチャレンジコース”！
数々の障害物があなたを待ち受け
ます…！（もちろんしっかり
サポートします）中々普段は
出来ないバランスの訓練に
チャレンジしてみましょう！

上は傾斜のある道を想定した
コース
右は歩行と同時に頭の体操も
行うコースとなっています！
他にもなかなか難しいコースが
勢ぞろいしてますので、
是非挑んでみてください！

保育所等訪問支援は、身近な地域の中で
共に学び、遊び、育っていくインクルー
ジョンを推進するために、2012年4月の
「児童福祉法」改正により創設された制
度です。０歳から１８歳までの発達に心
配のあるお子さんや障がいをもつお子さ
んが対象になります。集団生活に加わり
ながら、集団生活に適応するためのお子
さん本人への直接支援をおこない、実際
の集団生活の中でお子さんが困っている
ことを分析して子どもの発達段階や特性
に応じて訪問先のスタッフと情報共有し、
支援方法を一緒に考えたり、提案したり、
本人に対する直接的な支援だけでなく、
周囲の理解や環境の整備といった間接的
な支援もおこないお子さんが集団生活で、
楽しく、安心して過ごせるようお手伝い
します。

障害者総合支援法に基づく指定特定相
談支援事業所として、障がいのある方
やその家族、地域の方たちのいろいろ
な困りごとや不安、悩み事などを一緒
に考え解決方法を一緒に探したり障が
い福祉サービスを利用するための手続
きを行ったり、様々な福祉サービスの
情報を提供したり、助言を行ったりす
る障がい福祉サービス事業です。 また、
必要に応じて行政機関や、障がい福祉
サービス事業所、病院等とも話し合い
を行います。
関係機関との連携のもと障がいのある
方の置かれている状況や抱えている悩
みの相談に応じ身近な地域で安心して
生活が送れるよう一緒に考えサービス
の調整などをおこないます。



24時間緊急・看取り対応あり 年齢・疾患問わず
小児～高齢者まで幅広く対応!～ヴァルハラ訪問看護ステーションより～

ご希望日時は可能な限り極力寄り添います。
空き状況は変動しますので、まずはお気軽にお電話下さい!

札幌市西区西野3条10丁目9-23

011-215-7960
（担当：井田・松原）

アイビスの訓練
インスタグラムで
ぜひご覧ください

幅広いエリアに対応することで、
ひとりでも多くのお困りの方に寄り添います！
ご相談、いつでもお待ちしております

白石区北郷１条13-3-1-102

Nrs（看護師） ST（言語聴覚士） OT（作業療法士）
看護師からは、軽く考えると怖い褥瘡【じょくそう】につい

て豆知識として今回ご紹介いたします

皆さまは褥瘡という言葉ををご存知でしょうか？一般的に
『床ずれ』という表現も使われたりしますが、身体の同じ部分
に圧力がかかり、皮膚損傷が起こった状態のことを指します。

褥瘡になりやすい部位は臀部（仙骨部）、かかとが多く、頭
や肘、膝に起こることもあります。褥瘡は何より予防がとても
大切で、圧力が同じ部位にかからないように体位変換（目安は2
時間毎）を行うことと皮膚のを清潔に保つことが基本です！そ
して見落とされがちですが栄養状態も大変重要になります。血
液検査では、簡単にわかる栄養状態の指標として検査結果の総
蛋白（TP）、アルブミン（Alb）という項目を確認してみていた
だくとわかりやすいです。正常値より低いと栄養状態が良くな
いと見ることができます。つまり褥瘡になりやすく、発症する
と治りにくいということです。

気になる点があればお気軽に当社看護師にご相談ください♪
皮膚の状態や栄養状態の改善のご相談にいつでもお応えいたし
ます！

川村 茜

皆さまどんな1年を過ごされましたか？私ごとでは、訪問のお仕
事を始めてちょうど1年が経ちます(^^♪
さて、今回からは嚥下（えんげ）障害についてのお話となりま

す。近年良く耳にする言葉ですよね！

『嚥下』とは、「食べ物を見て、口に取り込み、噛んで、ゴク

ンと飲み込む」までの食べる一連の流れの事を言います。この一

連の流れのどこかに問題が起こることを嚥下障害と呼びます。

まず今回は嚥下障害のチェック（下図）をしてみましょう！当

てはまる症状はありましたでしょうか？このような症状が、低栄

養や脱水、肺炎などに繋がってしまうこともあり得ます。。

次回も引き続き嚥下障害についてご紹介。皆さま乞うご期待！

阿部 弘美

頚椎症により特に利き手に力が入りにくく、握る・つまむなど
の動きが難しい利用者様に、『電気刺激装置アイビス』（※筋肉
の動きを電気信号として読み取り、動きに応じた電気刺激を筋肉
に与えるもの※）を使用してリハビリを行っています
介入から現在1年程経過し、まだ不十分ではありますが、つま

む・掴む・握るなどの力が当初より回復し、生活では「冷蔵庫の
開き扉を開けられた！」「歯ブラシの際、疲れによる握り直しが
無くなった♪」「パック牛乳のストローを刺す飲み口の紙をめく
ることができた 」などなど、日々の小さな変化を共有させてい
ただいています(^^♪
仕事で使うパソコンのマウスを人差し指でクリックできるよう

になる！！という最終的な目標へ向けて、利用者様と一緒に取り
組み中です。脳卒中や脊髄損傷などで手に不自由を感じている方、
ご興味がある方、いつでもご相談ください(^^)/

高橋 明日香
アイビスで電気刺激を加えると・・

当てはまる症状
あれば注意かも

褥瘡が発生しやすい場所
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